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概 要:
産業保健活動：職務の異なる専門スタッフ、OHスタッフ間、意思決定者、利用者との連携
産業医制度の在り方に関する検討会報告書（2016年12月）：
労働衛生管理を効果的に運用するための
チームによる体制・対応や、
チームで行われた管理の効果を検証する仕組みの必要性が述べられている。

・産業保健のチーム活動：
必要な構成員を確保、チームをどう動かしマネジメントするか、
活動の具体的な企画と評価をいかに進めるか、について検討することも、
チームが機能するまでには欠かせない。

当研究会では、これまでも産業保健チームの考え方と進め方について議論を重ねており、
当日は改めて、産業保健活動におけるチームについて再吟味する機会としたい。

世話人:J阿部研二、阿部尚美、内田信二、竹田悦子、藤末浩司、(Jahng, Doosub)

共有；
共に有る

共通；
共に通じる

有って 伝えて 達して 共の状態へ

OHMkの共有と共通

< 伝・達の手段 >
共通の言語

国際語
相手言語
母国語

8w3h1s

When

Where

Who

What

Why

How

Within

Which

Whom

選択肢

much 質

many 量

long 時間

Standards

(Jahng, 産業保健マーケティング,中災防, 2002)
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Jahng, 元気に働くための3つの基本、中災防, 2003
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Team Management by Communication
Teaming: Building, Performing, Evaluating (Jahng)

インタフェース導入の有効性
1.業務選定戦略（能率=量/時間）
2.調整戦略
3.再生産戦略

Team Communication Interfaces

目標の共有
情報の伝達
予定の管理
評価の認識

TCI (Jahng, 元気に働くための３つの基本，2003)
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プレゼンテーションの成功要因 WESKT

W: Ways of Explanation
（伝え方）

E: Examples
（例え）

S: Story Frames
（ストーリーフレーム）

K: Keywords
（キーワード）

T: Time Lengths
（時間の長さ）

話の内容の組み立て（KWの順番）

どの部分をどの伝え方で説明するか

１分、３分、20分、40分、90分

内容のカギとなるワード

伝え方の実例、比喩など

事前準備の確認は、5x5=25の項目で。
No Magic, only Preparation

(Jahng, 元気に働くための3つの基本、中災防, 2003) 

考え方；
スキム、モデル、理論

進め方；
調査項目、特許、ソフトウェア

10.3.2 情報伝達で見られる6つの類型
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・情報リレーモデルによる
　　情報伝達ネットワーク形成及び情報伝達方法
・IRM (Information Relay Model)配置法、
・8W3H1S確認項目
・WESKT伝達準備法
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Information Relay Model

特許第5833376号；
    情報伝達活動の評価支援システム
商標登録第5375268号；KWM
特願2018-001894号；
　画像を用いた情報伝達活動の評価支援システム
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関係性構築のための初期接触面積
（効率的インタフェースの仕様）
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T3コミュンケーションのインタフェース：
・昔から言われてきた社会人の基本
・元気に働くための３つの基本（2003)
インタフェースとは、
・例）TVとビデオをつなぐ、赤白色のケーブル端子
・汎用性、効率性を持つ手順・装置

初期接点モデル

Teaming: 
チーム運営の３段階；構築、活動、評価
（同時多発性、連続性）

Teaming By CommunicationCommunicateの語源 (Etymology): 
     Communicare (Latin); to Share

Key
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　特許5833376号
商標登録第5375268号

KWM_HP

DART Scheme（記憶重視の情報伝達のための実行スキーム）
(Detectable Activities for Retainable Transmission)  

Managementの定義
目標を達成するための、手段の選択と集中の過程において、
共通目標を共有する責任ある集団であるチームが、
精度の高い情報共有を計りながら行う、 一連の可視化された行為
 (Jahng,2014)
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